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We enforced the characteristic measurement about solar battery and fuel cell in third grade’s engineering 
experiment at the department of electrical and electronic engineering and endeavored to knowledge for the new 
energy of the students. But experiment facilities of the existence couldn’t reach improvement of the technology 
that find and resolve various problems toward practical use of energy supply system what sustainable and high 
efficiency. Then we developed experiment training device that is intelligible about power supply system using 
converters and improvement of the efficiency of the power supply system after students learned generation 
principle and generation efficiency about solar battery. 
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1 はじめに 
 エネルギー資源の枯渇が懸念される一方で，エネルギ
ー需要は増大し続けており，石油等の化石燃料に代わる
持続可能で高効率なエネルギー供給システムの実用化を
図ることは産業界において重要な課題である．このこと
は「CO2排出量を 25%削減目標（1990 年比）の達成」等
の環境問題対策における効果も大きく，次世代を担う技
術者において持続可能エネルギーの利用技術を身につけ
ることは必須となっている．本校では電気電子工学科 3
年次に開講している工学実験において，太陽電池や燃料
電池の特性測定を実施することで学生の新エネルギーに
対する知識の向上を図ってきた．しかし，現有の実験設 
備では持続可能で高効率なエネルギー供給システムの実
用化に向けて，様々な課題を見出し，それを解決する技
術力の向上までには至らないのが現状である．そこで，
太陽電池等の発電原理および発電効率等について理解し 
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た後，コンバータ等を用いた電力供給システムとその効
率の向上についても併せて理解できる実験・実習装置を
開発して，環境に配慮した創造性豊かな開発型技術者の
育成に寄与することが本研究の実施目的である．なお，
本研究では太陽電池を対象として開発を進めた． 
 
2 太陽電池パネルの運用試験 
表 1 の太陽電池パネルを情報工学科棟の屋上に設置し，
一定負荷での連続電力供給試験を実施した．また，太陽
電池パネルの設置状況を図 1 に示す． 
 
表 1 太陽電池パネルの仕様 
定格出力 2 W 
太陽電池出力 
（最大出力） 
10 W 
(72 W) 
太陽電池電流 
（最大電流） 
0.6 A 
(6 A) 
サイズ 270×470×500 mm 
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重量 15kg 
 
 
図 1 太陽電池パネルの設置状況 
 
連続電力供給試験を行った際の負荷の仕様は表 2 の通り
であり，試験結果は図 2 に示す．試験開始より約 11 日後
まで電力の供給が可能であった．その間出力電流は
0.217A から 0.185A まで徐々に落ち続けた．復旧までは
5 日間を要した． 
 
表 2 負荷の仕様 
電 力 2.4 W 
電 圧 12 V 
電 流 0.2 A 
 
 
図 2 連続電力供給試験結果 
 
3 出力電力のシミュレート 
 最大動作点追従制御を確認するため，図 3 はPSIM を
利用した制御回路図を作成した．図 4 に最大電力を得る
方式で制御した際の出力電力をシミュレーションした結
果を示す． 
 
 
図 3 制御回路図 
 
 
図 4 シミュレーション結果 
 
4 ソフトウェアによる電圧出力制御 
 図 5 の実験ボードには，ワンチップ・マイコンとして
dsPIC33 が使用されており，内蔵のA/D 変換モジュール
と高速 PWM モジュールを使って，出力電圧の制御を行
うプログラムの試作を行った．入力電圧をA/D 変換を行
い，変換された値をPWM のデューティ比として使用し，
電圧出力の制御を行った． 
 
 
図 5 実験ボード 
 
5 おわりに 
今回の実験装置の開発では太陽電池パネルの運用試験，
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出力電力のシミュレート，実験ボードを利用したソフト
ウェアによる電圧出力制御に取り組んだが，工学実験で
の実験実習として取り入れるまでには至っていないので，
今後も実験装置の開発を進めていき実験となるようなも
のにしていきたい． 
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